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東京帝大法 42 40 
東尽帝大工 23 45 
東尽高商 141 37.5 
神戸高商 24 35 
長崎高商 20 30 
山口高商 18 30 
小樽高商 13 30 
大阪高商 4 30 
屈をr，t;議亀裂E 87 30 
早稲田 70 30 
明ず台 21 25 
中央 11 25 
青山学院 9 25 
同志社 6 25 
日本 5 25 
専修 3 25 
立教 2 25 

































































































































































出身校 人数 |初任給額 就学年数
東J孔帝大法 42 40 6 
東京帝大工 23 45 6 
東尽I簡商 141 37.5 6 
神戸両商 24 35 4(6) 
長崎高商 20 30 4(5) 
山口高商 18 30 4(5) 
小樽高商 13 30 3(5) 
大阪両商 4 30 4(5) 
慶応義塾 87 30 5 
早稲田 70 30 5 
明治 21 25 4.5 
中央 1 25 4.5 
青山学院 9 25 4 
同志社 6 25 4.5 
日本 5 25 4.5 
専修 3 25 4.5 
立教 2 25 4.5 




































































































入社西暦 本籍地 卒業年学校名 学校記号支后・部名 係名 昇給自民月給額 名前 出生年 年齢
1923.3 京都 12 神戸高商 KOK 台北 茶 12.3 50 大橋義勝 35.0 2 
1923.3 兵庫 12 神戸高商 KOK 大阪 勘 12.3 50 小川茂 3.0 24 
1923.3 大阪 12 神戸品商 KOK 大阪 受 12.3 50 松川省ニ 3.0 24 
1923.4 兵庫 12 東京商大 K 大阪 勘 12.4 50 一弁保造 31.0 26 
1923.4 神奈川 12 |東京商大 K 生糸 生 12.4 50 石川勘右エ門 3.0 24 
1923.4 大分 12 神戸高商 KOK 機械 勘 12.4 50 中野利恭 34.0 23 
1923.5 東京 1 東京帝大 T 本部 会計 12.5 50 島居忠博 30.0 271 
1923.4 愛媛 12 東京商大 K 砂糖 総 12.6 50 尾崎清之助 31.0 26 
1923.8 東京 12 京都帝大 KT 石炭 若松受 12.8 50 大谷忠1目 31.0 26 
1923.3 京都 12 東京商大 K 本部 会計 12.6 50 鈴木吉雄 32.0 25 
1923.3 佐賀 12 長崎高商 NK 大阪 凪ふ〈一 12.3 4 吉村耕一郎 35.0 2 
1923.4 熊本 12 山口高商 YK 門司 石支受 12.4 44 前田幸介 35.0 2 
1923.4 山口 12 東京品工 TKO 大阪 機支紡 12.4 44 田村増一 34.0 23 
1923.4 福岡 12 大阪高工 OKO 大阪 機支篭 12.4 44 豊福芭ニ 3.0 24 
1923.4 富山 12 東京高エ TKO 機織東支 電 12.4 4 |松田信高 35.0 2 




























八幡の質問票送付先 東京商科大学 高帯工I宇枝 高等商量学校 商 早稲田文学 甚大学 私立大 私立大学専門部
学
商学専 修薫年限 惇聾年限 暗聾年 棒聾年 理工
政経、 法、経
大学部 法、簡のH降、i 正科 別科
門部 4年 3年 限4年 限3年 学榔 各宇都 学飾
鋲遭大臣官房人事謀長 75 65 75 75 65 65 50 80 70 70 70 50 1.4 
名古屋数道局庶務課長 75 65 751- 651- 50 80 70 70 70 50 45 
大阪鉄道局長 書記6組樟 165 75 75 65 65 50 80 70 70 70 5 1.4 
門司鉄道局庶務課畏 ー 75 75 65 651- 80 70 70 70 51.4(50) 
仙台遷信局畏 ー ー ー
札幌鉄道局長 75 65 75 75 65 65 5 80 JO JO 70 50 1.4 
撞惜大臣官房Ii!書課長 揮用実例なL 世手6睡陣 揮用実例なし 90 50躍用費助L 1.65 1.431-
東京逓信局長 2.51- 2.8目 1.5 1.31-
大阪逓信局庶務課長 一 技手72 1- ."補551- 世手7a時一
札幌逓信局庶務課長* ー 判怪75 1- 判荘5 1- 判恒町一
南議講室州人鉄事課道線墨式(月会手社当総) 10 85 95 90 90 85 851 120 10 1ω 10 751-
問上(月俸).. 80 70 76 73 73 70 70 95 80 80 80 60ー
日;本勧輩銀行 70 551- 5 60 5 551- 70 70 70 551-
三井物産人事健畏 73 581- 58 73 58 48 73171寧**71寧寧場71* * * 481-
横浜正金銀行人事謀 59 491- ー 49 45 311- 43 45 35 311-
日本銀行秘書役 72 591- 59 571- 82 8 60 511-
豆菱商事韓式会社総務部 70 70 70 70 70 70 70 70 70 701- 551-
熊本逓信局長 651- 60ー ー 1.31-
東京鉄道局長 75 65 75 75 65 尚一 80 70 70 70155-50 1.4 









1.3 1.4 1.3 0.91 0.85 
13 1.4 1.3 0.91 0.85 
1.3 1.4 1.3 0.91 0.85 
1.31- 目 0.91 0.85 
50 0.851-
1.3 1.4 1.3 0.91 0.851 




1.9 2 2 1.21-
351- 35 0.91 0.85 
371-
251- 27岬 30 221-
381- 38 21 20 
ー 35 35 301-
0.71-





























.A.辛土珪草 川包嘉言ト辛変 |審日書畢 |強+ 月指含書置 ::s宵宵 国語生邑圭匡 !Ej:.歯令
日召6 葺定着軍需笥フに 嘗雪鼻息 強自 73 車公*~辛口5台 40 24 
日召6 ヨ震が=、頭蓋 調富豪毎 ヨ佳 73 宣車濁温5 39 25 
日召6 オ1..::;民、 Z去 調車豪鋳 イ呆 73 日ヨ司コ ;7特 40 24 
日召e 芳主プ史、 Z去 宙開重量 73 山口 38 26 
日召e 扇恒フ豆、 Z去 重旨骨十 731' 、EB 同種 39 25 
日召6 ..ブ史、議蓋 雪量3鹿 現電着電 73 を『一良 41 23 
日召6 芳電フ号、 Z去 嘗量調車 強力 73 度霊事苫E 38 26 
日召e 局主フ豆、王里コニ 相棒布或 術訟 73 公星l?lE 38 26 
日召6 軍民君主翼笥歩= 重宝物司 強力 73 反~ 39 25 
日召e 費電タ豆、言笥 相竜お毛 益力 73 39 25 
日召e ヨ竜君主言寄フミ 大限 強力 73 1' 41 23 
日召e :n.;:;Ic、務蚤 調車摂努 務先 73 :;&:佳 40 24 
日召6 Z去式、識歪 京=ーiI' 第liS 63 Z吹 40 24 
日召e 将竜F兵書百種胃 当三升も 益力 58 IL E盆佳 43 21 
日召6 名古屋高商 名古屋 種b 58 国~' Z台 42 22 
日召6 首百弓ユ帯意甫町曹笥 事苦松正 畳 581-1: i'1:l [:;1;: 43 21 
日召6 滞笥純主吾首甫E メζl現実 麓b 58 41 23 
日召6 .."芯霧島望日高毎唇音H 相昆布携 植百 58 41 23 
日召6 病貨F兵種百言寄 醤量昔十 58 1*1 41 23 
日召6 東京商事大専門部 三三5也 窄冨ヨZヨE 58 、 良区 41 23 
日召6 東京商穴専門膏恒 名古屋 弔 581~ 関[1主 44 20 
日召6 」二回蚕糸 袋三持も 盆三杉量 58 :里事5 一良区 39 25 
日召e 相竜F兵再笥鋪皇 盆三弁』 キ申F冨 37 1<0 良区 46 18 
日召6 翁捷F兵書笥鋪監 !!:E弟も 愈 37 t:l't.亘 45 19 
日召6 ヲミヨ三号争再笥劃陰 フ=限定 来!t 37 15.エー工E 2 18 
日召6 稲竜F兵曹笥調皇 盆三肴も 務惨 37 P弓i"-_:;I;:: 44 20 
日召6 東暁京亘第書一中商牢諜 重会量計昔十 37 明園匡吉宮署& 2 18 



























































八幡製鉄所(決定額〉 官立夫学 私立大学 官立高商 官立商工 私立学校
文系 理系 文系 理系 胡血高商 単商工






従来はS 1:j6円増 同ょの者予科2年 0円、官 〈従来は 1ま月俸66本料3年 立大学率 66円(4 同とす〈官
次官会構 蜘lは従来 難の者l孟 年制70 立高商事
にて法学 も66円、 事務系統 円〉私立 難者を5 聞よ
士初任給 予科3年 と技術系 大学率 円減額し の者
を75円と 本科S年 制elこて10難者との 問よ〈従 たる権衡 lま5円その理由等 決定され 従来週b制1京従来 円の差あ 権衡よ阜 来週り〉 よ是亦約 増〈従
たと本省 lま70円、 り私立大 同減額 S円の減 来週
から;a知 今回改正 学卒難者 商工寧 額、単商 り〉
され.t:. 案はその もその規 耳障者との エ寧集者区周IJを撤 に倣い改 権衡も恰 との梅衡廃66円!こ 正案!こて も大学寧 も亦可な
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